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論 文 内 容 の 要 旨

【B的 】

より大きなpeakbonemassを 獲得することは将 来の骨粗霧症r防 にとって非常に重要と考えられ、そのため

には骨密度が急速にi昇 する思春期において骨密度を}'分 に高めておく必要がある 、しかし、思春期日本人男

女における骨 駐獲得状況の研究は極めて少なく、医学的に重要な腰椎や大腿骨 についての研究はほとんどない

と,;ってよい しかも、 これまでの研究のほとんどは横断研究であ り、第二次性徴発来前後を前向きに追 跡す

るコホー ト研究はこれまで実 施されていない.そ こで、著者らは、中学1年 生を対象に学校をベースとしたコホー

トを4年 間1年 おきに追跡し、思 春期男女の骨 量獲得に影響する変容 可能な要因を明らかにする調査研 究を計

画した 本研究は、べ一スラインデータの横断的分析から、中学1年 生の腰椎 及び大腿骨骨密度に対する性 的発達、

身長、体 重及び握 力の影響を検討 したものである

【方法】

調 査は、K市 の中高 一貫教育の私 立中学校3校 に在籍する中学1年 生412名 に対して実施した。解析には、

骨代謝に影響する疾患や服薬の既往のある生徒を除く404名(男 性:129名 、女子:275名)を 用いた。骨密度は、

第2-4腰 椎 正面、 ノ(腿骨近位 部及び頸部をDua1-energyx-ra}・absorptiometry(Hologic社 ,QDR-4500A)

により測定 した.さ らに、身長、体 重及び握 力の測定、性的発達状況の指標 として第二次性 徴(男 子:発 毛、女子:

初経}の 発来状況、既往歴、Lifestyle等 の聞き取 りを行った、

【結果1

腰椎 、大腿骨近位部及び頸部の骨密度は身体 的発育や性 的発達とともにk昇 する傾向を示した,ま た、第

二次性徴σ)発来前及び発来後の 男女において、身長、体重 及び握 力が各部位の骨密度に対して有意な正の関

連を小した そこで、身長、体 前及び握力を毒回帰分析で調整すると、 女子では性的 発達が各部位の骨密度

を}:昇 させる独 疏した有意な影響をもっていたが 、男 チでは大腿骨近位部及び頸部骨密度を低 くする有意な影

響を示した.

【考察1

骨密度に対する性的 発達の影響には男女間で違いが認められた、 これは女 アの性 的成熟が 男子より進んでお

り、女rの 多くが骨密度獲得速度のピークを過ぎていたのに対して、 大半の男 子がまだその時期に達していな

いことが影響していると考えられる、また、発育スパートの時期と比較 して骨密度L昇 時期の遅延が指摘 されて

いる1、本研究 における男子で身長の伸 びの骨密度 ヒ昇に対する影響 を調整すると、性的 発達が骨密 度上昇に

対して負の影響をもっていたのは、身長の急速な伸びによる骨体積の増大に骨 量の増加が追いつかないことを

示唆するものである。 男子ではこの時期に骨折が増加することが知られており、この原因も骨密度の一時的な低

ドに起因するものと考えられ る,

【結論】

身体的及び性的 発達 は骨密度の ヒ昇に対する直要な影響要因であ り、その 発達段 階は同一一年齢の生徒でも

ばらつき、しかもその影響の大きさは男女間で異なっていた 以 ヒより、思春期のB本 人男女における骨量獲

得に対する環境及び行動 要閃を検討する場 合、身体的 及び性 的発達の交絡を男女それぞれ について考慮する

必要があることが示された
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